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今号の紙面から

◇市民協働のまち
◇環境先進都市
◇子育て・保健福祉のまち
◇商業・文化芸術都市

市の将来都市像
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東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
今
な
お
、
放
射
線

へ
の
対
応
や
が
れ
き
処
理
な
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
復
興

ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
震
災
に
よ
り
、
市
内
で

は
、
商
業
施
設
で
一
部
崩
壊
事
故

が
発
生
し
、
死
傷
者
が
出
ま
し

た
。
ま
た
、
広
い
範
囲
で
停
電
が

発
生
し
ま
し
た
。
鉄
道
の
運
休
に

よ
る
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
町
田

駅
周
辺
を
中
心
に
発
生
す
る
な
ど

の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
、
計
画
停
電
の
実
施

や
放
射
線
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の

懸
念
な
ど
も
あ
り
、
市
と
し
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
市
が
実
施
し
た

災
害
対
応
を
検
証
し
、
市
の
防
災

対
策
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す

の
で
、
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

○
情
報
連
絡
対
策

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

際
、
そ
の
直
後
か
ら
一
般
電
話
や

携
帯
電
話
が
か
か
り
に
く
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
で

も
、
市
の
業
務
に
支
障
の
な
い
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
市
民
セ
ン
タ
ー

や
指
定
避
難
所
（
市
立
小
・
中
学

校
、
都
立
高
等
学
校
等
）
に
配
備

し
て
い
た
衛
星
携
帯
電
話
を
、
消

防
、
警
察
、
鉄
道
会
社
等
、
各
防

災
関
係
機
関
へ
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情

報
提
供
手
段
の
一
つ
で
あ
る
防
災

行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
既
存
ス

ピ
ー
カ
ー
の
調
節
や
増
設
に
よ
り

難
聴
地
域
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

○
備
蓄
対
策

　

長
時
間
の
停
電
に
備
え
、
指
定

避
難
所
施
設
の
備
蓄
資
機
材
と
し

て
配
備
し
て
い
た
バ
ル
ー
ン
投
光

器
を
追
加
配
備
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
現
在
備
蓄
・
保
管
し

て
い
る
食
料
や
資
機
材
の
量
的
な

不
足
の
有
無
を
検
討
し
、
医
薬
品

等
を
含
め
、
市
全
体
の
備
蓄
物
資

・
資
機
材
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

○
帰
宅
困
難
者
対
策

　

駅
周
辺
で
多
数
発
生
す
る
帰
宅

困
難
者
の
待
機
場
所
と
し
て
、
市

民
ホ
ー
ル
、
ま
ち
だ
中
央
公
民
館

等
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
鉄

道
事
業
者
及
び
駅
周
辺
の
事
業
者

と
、
一
時
待
機
場
所
及
び
食
料
等

の
提
供
に
関
す
る
協
定
締
結
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
帰
宅
困
難
者
へ
提
供
す

る
物
資
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
保

管
場
所
を
待
機
場
所
内
に
整
備

し
、必
要
な
物
資
を
備
蓄
し
ま
す
。

○
放
射
線
・
放
射
能
対
策

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
放
射

線
被
害
の
影
響
は
想
像
以
上
に
広

範
囲
に
わ
た
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
原
子
力
災
害
時
の

対
応
を
明
確
に
し
ま
す
。

○
災
害
時
医
療
対
策

　

現
在
の
町
田
市
地
域
防
災
計
画

で
は
、
指
定
避
難
所
の
う
ち　

か
２０

所
の
救
急
活
動
拠
点
（
準
救
急
活

動
拠
点
）
に
救
護
所
を
設
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
医
師
派

遣
の
困
難
さ
や
設
備
、
器
具
、
医

薬
品
の
不
足
等
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
発
災
初
期
に
お
け

る
医
療
救
護
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
、
地
域
の
中
規
模
病
院
を
中

心
と
し
た
医
療
救
護
体
制
の
導
入

に
向
け
、
町
田
市
医
師
会
等
と
の

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 　

災
害
対
策
の
第
一
歩
は
各
家
庭

で
の
備
え
で
す
。

　

既
に
対
策
を
取
っ
て
い
る
方
も

改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
の
耐
震
化

　

１
９
８
１
年
の
建
築
基
準
法
改

各
家
庭
で
の
対
策

正
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木

造
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方

は
、
住
宅
の

耐
震
性
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断
や

耐
震
補
強
工
事
に
対
し
助
成
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
住
宅

課
（
辺辺
７
０
９
・
０
５
７
９
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
家
具
類
の
転
倒
防
止

　

過
去
の
震
災
で
は
、
家
具
類
の

転
倒
や
落
下
に
よ
る
死
傷
者
が
多

数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
居
の
状
況
を
改
め
て
確
認

し
、
家
具
類
を
固
定
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

○
水
・
食
料
等
の
備
蓄

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
直
ち
に
行
政
が
本
格
的
な
支

援
を
行
う
の
は
困
難
な
状
況
と
な

り
ま
す
。

　

家
族
３
日
分
程
度
の
水
・
食
料

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
水

は
、
１
日
１
人
３
リ
ッ
ト
ル
が
目

安
で
す
。

　

ま
た
、
簡
易

ト
イ
レ
も
用
意

し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

○
家
族
で
防
災
会
議

　

災
害
は
い

つ
発
生
す
る

か
分
か
り
ま

せ
ん
。

　

通
勤
・
通

学
先
で
被
災
し
た
場
合
や
、
家
族

が
離
れ
ば
な
れ
と
な
る
状
況
を
考

え
、
避
難
す
る
場
所
や
安
否
確
認

の
方
法
等
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
が

開
設
さ
れ
、
安
否
等
の
情
報
を
音

声
で
録
音
・
再
生
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
月
１
日
・　

日
の
体

１５

験
利
用
で
使
用
方
法
等
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
町
田
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

市
か
ら
防
災
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
防
災

情
報
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
ご
覧
下
さ
い
。
携
帯
電
話
用

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
も
登
録

で
き
ま
す
。

 　

市
で
は
災
害
の
発
生
時
に
情
報

の
一
元
的
な
管
理
を
行
う
「
町
田

市
防
災
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
３

月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

〈
町
田
市
防
災
シ
ス
テ
ム
と
は
〉

　

災
害
情
報
等
を
一
元
的
に
管
理

し
、
各
種
防
災
・
災
害
情
報
の
庁

内
共
有
を
行
う
も
の
で
す
。
防
災

情
報
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り

迅
速
で
的
確
な
状
況
把
握
及
び
意

思
決
定
を
実
現
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

３
月　

日
に
全
職
員
が
参
加
し
て

１１

安
否
確
認
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

新
し
い
防
災
情
報
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入　

　

町
田
市
議
会
は
、
２
月　

日
に

２７

開
催
さ
れ
た
平
成　

年
第
１
回
市

２４

議
会
定
例
会
で
、
市
議
会
議
長
に

田
中
修
一
氏
（
民
主
党
・
社
民
・

ネ
ッ
ト
）
を
、
副
議
長
に
藤
田
学

氏
（
志
政
ク
ラ
ブ
）
を
選
出
し
ま

し
た
。

　

田
中
議
長
は
、
昭
和　

年
生
ま

１２

れ
で　

歳
。
市
議
当
選
４
回
。
都

７４

市
環
境
常
任
委
員
会
委
員
長
、
町

田
市
議
会　

年
史
編
さ
ん
委
員
会

５０

副
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成　

年
３
月
か
ら　

年
２

１８

２０

月
ま
で
副
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

藤
田
副
議
長
は
、
昭
和　

年
生

４４

ま
れ
で　

歳
。
市
議
当
選
３
回
。

４２

企
画
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

庁
舎
等
検
討
特
別
委
員
会
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　市では東日本大震災復興のため３
月１１日に町田市社会福祉協議会と共
催で街頭募金を行います。
○日時　３月１１日（日）午前１０時～
午後３時
○会場　ＪＲ町田駅中央口付近～小
田急線町田駅（ペデストリアンデッキ）

ご協力をお願いします

市議会

議
長
に
田
中
修
一
氏

議
長
に
田
中
修
一
氏

副
議
長
に
藤
田
学
氏

副
議
長
に
藤
田
学
氏
が
就任就任就任

あ
の
日
か
ら
１
年

あ
の
日
か
ら
１
年

あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま
し
ょ
う 

暮
ら
し
の
安
全

あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま
し
ょ
う 

暮
ら
し
の
安
全

防災安全課
　724・3218
返725・3280
辺辺

問

　

３
月　

日
午
後
２
時　

分
に
、
犠
牲
者
の
め
い
福
と
被
災
地

１１

４６

の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
、
防
災
無
線
で
黙
と
う
の
ご
案

内
を
し
ま
す
。

　

１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

問
企
画
政
策
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
０
３
返
７
２
４
・
３
０
７
２

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

田中修一議長

藤田学副議長

問福祉総務課辺辺７２４・２５３７返７２４・１１８７

　受付期間は９月２１日（金）まで延長
になりました。

義援金箱設置場義援金箱設置場所所

町田市義援金専用受入口町田市義援金専用受入口座座

ＱＲコード

　市役所本庁舎（１階＝総合案内、
市民課、２階＝福祉総務課）、各市民
センター、町田・南町田の各駅前連
絡所、国際版画美術館、総合体育館、
市民ホール、町田市民フォーラム（３
階＝市民協働推進課、４階＝町田市
社会福祉協議会）

○金融機関　八千代銀行町田支店
（店番０１０）
○口座番号　普通口座　１７３２３２１
○口座名義　 町  田  市  東  日  本  大  震  災 

マチ ダ シ ヒガシ ニ ホン ダイ シン サイ

 義  援  金 
ギ エン キン

※振込期間中、八千代銀行本・支店
からの振込手数料は無料です（窓口
扱いのみ）。


